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損害賠償請求控訴事件
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平６・１０・２０民一四部判決
１　主　　　文
一　原判決を取り消す。
二　被控訴人は、控訴人らに対し、それぞれ、金一四五四万円及びこれに対する昭和六二年一二月八日から支払済みに至るまで年五分の割合による金員を支払え。
三　控訴人らのその余の請求を棄却する。
四　訴訟費用は、第一、二審を通じ、これを三分し、その二を控訴人らの負担とし、その余を被控訴人の負担とする。
五　本判決は、主文第二項に限り、仮に執行することができる。

２　右争いのない事実と《証拠略》を総合すれば、次の事実が認められる。
和彦は、昭和六二年一一月七日、成人医学センターにおいて定期健康診断を受け、胃部Ｘ線検査の結果、高度の食道裂孔ヘルニアと診断され、内視鏡検査を受けるよう指示された。和彦は、一〇歳頃から気管支喘息に罹患し、三〇歳から三七歳頃までの海外勤務当時には、一旦鎮静化したものの、その後毎年秋頃には強い発作があり、一週間程度会社を休む状態にあり、本件受診当時も、喘息の薬を常時携帯している状態にあったし、自宅にも携帯用の酸素マスクを用意し、それを使用することもあった。また、同人は、死亡の一ヶ月前頃には、階段の昇り降りにも苦しむほど咳込んでしていたし、昭和六二年一一月二七日には、高熱（三八・七度Ｃ）を伴なう気管支喘息発作の治療を受けるため、被控訴人の病院を訪れていた。そして、午前九時一〇分頃、同センターに勤務する臨床検査技師が和彦に対し、ガスコン一〇ｃｃを飲み込ませ、さらにキシロカイン四パーセント溶液二〇ｃｃ（キシロカイン八〇〇ミリグラム相当）による漱いをさせた。その後、内視鏡検査台に横臥していた（胃の内視鏡検査に先立ち、咽頭麻酔の方法として、キシロカイン四パーセント溶液二〇ｃｃで漱いをさせ、その後キシロカイン・ビスカス五ｃｃを含んだままベットに横臥するという方法は、被控訴人の病院においては、昭和五六年から行われ、既に一万件以上その方式によっているが、本件以外の事故発生はなかった。また、和彦も、前年の内視鏡検査の際には、同じ咽頭麻酔を受けたが、特段の異常な症状はなかった。）同人を左側臥位にさせて内視鏡視度を調整した後、内視鏡を挿入しようとしたところ、同人が半ば開口して鼾をかき始め、「薗部さん」との呼びかけに対し、何か声を出して返事するが、はっきりした言葉は発せられなかった。乙山医師は、和彦の橈骨の動脈に触れたところ、八〇以上の頻脈と感じ、血圧を測定すると一〇〇をやや超える程度であった。乙山医師は、和彦に異常が発生したものと判断し、内視鏡検査室の隣にある回復室に運び、様々な救命措置を行った。しかし、その効果も見られないので、和彦を被控訴人の救急センターに運び、その後心肺蘇生術を施行しても蘇生せず、午後一時一〇分和彦の死亡が確認された。

３　争点
(1) 和彦の死亡原因について,キシロカインの過剰投与による局所麻酔中毒であるか否か。
(2)ショック発症後の対処に過誤はあったか

４　争点に対する裁判所の意見
(1)被控訴人では、これまで同じ方法での咽頭麻酔をしていたが、事故発生の経験がなかったこと及び和彦についても、前年の検査の際には異常な症状とはなっていなかったことからすると、別の原因も疑われるが、他の原因で見当たるものはない。和彦は、長年にわたり気管支喘息を患っており、その程度も常時喘息の薬を携帯するほどであり、しかも、本件受診の一ヶ月以内にも発作を起こしていたというのであるから、そのような喘息の結果、咽頭粘膜が健康な状態になかったことも推測される。また、《証拠略》によれば、和彦は、二〇年以上にわたって喫煙歴があり、本件当時も、毎日一〇本ないし二〇本の紙巻き煙草を吸っていたし、外での飲酒も多少あったことが認められるから、このような喫煙歴等により、喫煙しない者、飲酒しない者に比べ、咽頭部分や、口腔内部分の粘膜が充血している可能性もあった。そうすると、和彦については、他の患者に比し、粘膜の充血により、予測以上にキシロカインの吸収が早かった可能性がある。患者の身体的素因も死亡という結果発生に影響を与えている場合でも、本件のような大量のキシロカイン投与の事案にあっては、キシロカインの投与と死亡との因果関係を肯定することが相当である。しかも、和彦の右に述べたような身体的素因は、特段珍しいものではなく、通常よくある健康状態であるから、そのような身体的素因の存在によって因果関係の存在を否定することはできない。
(2)本件では、症状発現後、所要の回復措置が採られたことは、二、２の（四）ないし（六）において認定したとおりであるが、事故発生に対する処理体制が完全であったとは認められないところである。してみると、本件の和彦死亡の結果については、被控訴人の被用者に過失があったと言わざるを得ず、被控訴人は、使用者として、和彦死亡による損害を賠償する義務がある。

四　賠償すべき損害額
１　和彦死亡による損害
（一）逸失利益　二九八四万八二九一円
（二）慰謝料　二二〇〇万円
（三）葬儀費用　一〇〇万円
２　和彦の身体的素因による相殺　二六四三万円に制限
３　弁護士費用　二六五万円
